
帳票レイアウト変更不可の対応案

対応案No.1、2（お知らせ文等の固定文言の変更、提出物や提出期限等の枠内固定文言の変更）

（No.1の対応①）

文言マスタから取得し、印字する領域

（No.2の対応）

文言マスタから取得し、印字する領域

（No.1の対応①）

「案内文」を実装必須で追加する。「印字編集条件など」に

「文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定

された文言を印字する。」と記載する。

なお、システム印字項目にて申請日等の日付等を定めてい

る場合は、文章中に付加できるように記載する。

（対応案のNo.4と同様の考え）

（No.1の対応②・③、No.2の対応）

「お持ちいただくもの」、「備考」、「その他の案内文」等を

実装必須で追加する。

「印字編集条件など」には以下を記載する。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設

定された文言を印字する。

（No.1の対応②）

文言マスタから取得し、印字する領域

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト

及び帳票詳細要件の対応案となります。

文言マスタで管理する文言は、以下の内容を管理できることとする。

※機能・帳票要件（1.介護保険共通）に文言マスタの管理を追加する。

・複数行（改行付き）を管理できること

・先頭文字に全角空白文字を設定できるなど、インデントに対応できること

・半角文字、英数、記号など、一般的な通知書における文言に対応できること

※文字の強調（ボールド、アンダーライン、文字サイズ等）は対象外とする

介護保険システム等標準化検討会

第２回給付ＷＴ

令和３年10月15日【資料３】
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対応案No.3（教示文の変更）

文言マスタから取得し、

印字する領域

「全文」を実装必須で追加する。「印字編集条件など」に以下を記載する。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字する。こ

の場合は、通番21から25は印字はしない。

※文言マスタで、印字有無が「有」となっていない場合は、通番21から25に従う。

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト

及び帳票詳細要件の対応案となります。

○現状の仕様

教示文の文言は固定されている。

ただし、保険者名や都道府県名や都道府県住所等はシステムから印字する。

○変更後の仕様

以下の２つから選択可能とする。

①現状の仕様

②教示文の全文を文言マスタで設定し、文言マスタから印字する

※保険者名や都道府県名や都道府県住所等も含めて文言マスタで設定する

2021/10/1 ベンダ意見

・②のみでよい。

・選択可能とはせずに「①現状の仕様」については削除していただきたい。

・①と②のどちらか一方にしてほしい（ベンダが選択できるでもよい）。

⇒②のみに変更する。
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対応案No.4、5（備考欄・予備欄への印字、独自項目の印字）

帳票詳細要件の「印字編集

条件など」に従い印字する

「印字編集条件など」に以下を記載する。

○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定され

た文言を印字する。

○印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言に

ついてパラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となって

いる項目は、印字する。

「印字編集条件など」に以下を記載する。

○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を

印字する。

○印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパ

ラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は、印字

する。
帳票詳細要件の「印字編集

条件など」に従い印字する

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト

及び帳票詳細要件の対応案となります。

当帳票をサンプルとして、帳票レイアウト

及び帳票詳細要件の対応案となります。
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対応案No.6（印字項目の実装オプション項目の対応）

申請書・届出にある実装オプション項目はこのままとする。

【理由】

更新申請時に、前回認定時の内容に関する部分を印字するか否

かは自治体により運用が分かれるため、”システムからの印字有

無”を実装オプションとしているため。

申請書・届出の様式であるため、このままでよい。

※他の申請書や届出書も申請や届出時点でシステムにて

管理している情報で印字することも踏まえ、現状のままとする。

申請書関係 ⇒ このまま 通知書関係① ⇒ 備考欄や余白に寄せる

○帳票レイアウトの修正

実装オプション項目の枠を削除し、予備欄（備考欄）を追加する

（又は余白を設ける）。

○帳票詳細要件の「印字編集条件など」への追記

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパ

ラメタで複数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は、印

字する。

例）通知書番号、納期限を印字する場合

印字項目：通知書番号、納期限

印字有無：有

前付加文言：「通知書番号：」、「納期限：」

後付加文言：（空白）

⇒備考欄への印字は、下図のようになる。

実装オプションを実装必須に変更することが難しい場合の対応例となります。

問合せ先管理にてFAX番号、メールに関する設定が無

い場合は、「FAX番号」「メール」のタイトルも含めて印字

しない、といった仕様を帳票詳細要件の「印字編集条件

など」に明記する。

実装オプション項目から、

実装必須項目に変更する。対応例
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通知書関係② ⇒ 表形式の枠のみとする

○実装オプション項目で表形式で出力するものについて、自治体により、

当該情報をそもそも出力しない、出力するが項目は一部のみ、全項目（要

件どおり）出力すると様々。

○該当部分は帳票の下部に移動し、余白と同様に枠のみを設け、出力す

る場合は表形式で内側の罫線（枠）も汎用的にシステムにて編集し出力す

るように定める。

○現在、システム印字項目には表内の情報のみである

ため、「表タイトル」「表補足」を追加する。

○帳票詳細要件の「印字編集条件など」への追記

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加

文言についてパラメタで複数項目を設定でき、印字有無

が「有」となっている項目は、印字する。

例）

表タイトル：医療保険料等の滞納状況

表内の印字項目：賦課年度（３年度分）、期別、

医療保険料等額、うち未納医療保険料等の額、

計医療保険料等額合計、

計うち未納医療保険料等の額

表補足の印字：現在年月日

表補足の前付加文言：※上記

表補足の後付加文言：現在の滞納額です。行き違いに

納入された場合には、速やかに申し出てください。対応例

2021/10/1 自治体意見

表の項目がすべてではなく、一部のみ印字するとした場合、列の枠自体は残るのか、

それとも４列が３列になるように列数も減るのか。

また、後者の場合、表の内側に設定する枠線はどうなるのか。調整され最適化され

た場合はレイアウト変更に当たらないのか。

2021/10/1ベンダ意見

表形式の対応について、表内側の罫線（枠）や表内の印字項目のタイトルは、固定と

していただきたい。

例えば、市町村が印字項目を印字しないと選択した場合は、該当箇所には「-（ハイ

フン）」等で出力することとしていただきたい。

⇒対応例の対応方法と、1.0版のレイアウトで取消線と伏字（＊）のサンプルを提示す

るので、どちらの対応方法がよいか確認する。
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一覧帳票関係 ⇒ 備考欄に寄せる ○帳票レイアウトの修正

実装オプション項目の枠を削除し、備考欄を追加する。（すでに項目がある場合は枠を広げる。）

○帳票詳細要件の「印字編集条件など」への追記

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパラメタで複数項目を設定でき、印

字有無が「有」となっている項目は、印字する。

例）希望手帳様式を印字する場合

印字項目：法定納期限

印字有無：有

前付加文言：「納期限：」

後付加文言：（空白）

⇒備考欄への印字は、右図のようになる。
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